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田A比比k直 「区民の生命•財産•福祉を守る！」

佐藤昇、本会議場での質疑11点
。目黒区民の『生命•財匿を守るた

めの」火災対第を強化せよ。
首都直下地震による目黒区内の火災被害
想定数14 件（焼失棟数4000以上）を、
仮に1件の火災 を防げれば約300棟が
燃えすに済む事になるが！
�匹日常の訓練や区報、ウェブ
サイト•SNSを活用して丁寧に周知する。
消防団に必要な支援・助成金拡充 を行う。
関係機関とも連携を図りながら取り組む。

e 災書時における「自助」につい
ては、以前より指摘してきた。課題

点（乳幼児・妊産婦、持病や障害・介護、
ペットのストレス解消等）の解決に目黒区
全庁的な連携で組織横断的に取り組め
『E}ぞ 「防災行動マニュアル」と

「防災カタログ」 の目黒区全戸配布を行う。
区全庁的な連携を組織横断的に取り組む。

〇「集中豪雨」等への区有施設全般
の防水対策を再確認して徹底せよ。

-EEE9 今後も区有施設の 「防水改修
を不断に実施」 していく。施設の調査 ・

確認し設備機器の配置見直しも含めて
対策を検討する。

（
ト
イ
レ
の
環
境
改
善
へ
）

•

 

1

『

e

〇「女性のトイレ行列問題」の
解消に取り組め。

公共施設や駅のトイレは 「女性便器数」 を男性便器より多く確保せよ。
『E『E9区職員の声も聴いている。特に建物一階のトイレは優先度が
高い。現在は物理的制約があるが、適切な誘導や時閻利用の呼びかけなど
出来る事 を協議検討していく。

（心肺蘇生とAED電気ショックなど）

一 ・ 目黒区生まれ
・ 鷹番小学校（鷹の子サッカ ー ）
（卒業文集・ぼくのゆめ「人類が安全に住める地球にしたい」）

・ 目黒六中（全校生徒大会議長）
・ 日大高校（サッカ 一部全国大会へ）
・ 日大法学部卒業
・ アパレル企業入社（家業を継ぐため退社）

•佐藤酒店（大正14年創業・3代目）

•清水商店会会長 ・保護司（法務大臣より委嘱）
・ 目黒区商店街連合会監事

•第68代目黒区議会議 長
・ 自民党区議会5 期
・ 文教子ども•生活福祉 ・ 企画総務（各委員長を歴任）

・ 碑文谷教会幼稚園
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i.、一
： ・ 油面小学校／目黒四中

i ・ 玉川学園父母会元会長

： ・ 目黒学園女子高校（多摩大目黒高校）同窓会 元会長
·...................................................................................

編集•発行／佐藤昇事務所

〇「介護人材確録と定着」や「介護職員の負担軽減職場環境の改善、
推進せよ」 15年後には、介護職員が最大57万人の不足が見込まれる。

介護分野のデジタル化(ICTやAl、ロボット）を更に進めよ。
C 事務負担軽減にAIを活用する。施設利用者の介護の質の向上 を
図る。Wi-Fi稟境 を整備し、見守りセンサ ー を活用、紙をデータ化へ、
ケアプランデータ連携システムを約80事業所へ導入するなど進めていく。

。道踏陥涵の原因は 8割が下水道管の破損によるものである。
道路のインフラの安全・安心 を早急に進めよ。

『四より一層効率的に維持更新 を推進していく。埋設物管理者と
協議し早期の解消に努める。区民が生活に欠かす事のできない
道路インフラ を確保する。

〇三動アシスト自転車や電動キックポー ド等による 「スピー ド走行」
による不安声が多くある交通安全策を更に進めよ。

鮎丑iE9スピー ドを出す ・ マナーの悪さによる交通違反や事故の発生が
問題である。警察や各種 関係機関とも連携を図り、交通事故の防止と
交通ル ールの周知に取り組む。

〇動物愛璽の推進 を！（ベット 犬猫の生涯を通じた支援等）
鮎血「動物の相談支援体制整備事業」 を活用する。

相談・支援と譲渡を行うボランティアに助成を行う。問題を解決する仕組みの
構築を している。動物愛護施策を進める。

。東京都道補助第26号縁の整備（郵便局前～五＊＊）
における安全対策を確保せよ。

�こ • 横断歩道と信号機を設謹する。区と東京都、警察・東急バスと
協議し情報交換しながら 「歩行者の安全対策」と交通の変化に対応した
安全対策に取り組む。

®駅の周辺では、「駐輪対策」や 「路上での飲酒」「立て看振」
「路上麟煙」「ポイ捨て」「外国人の方の利用拡大」など

新しい課題対して継続的な区民との情報交換が必要である。
鮎£tt9 来 街者の増加、 歩行者の増加が今後さらに予想される。新しい
課題点にも皆様の声を丁寧に伺い、 関係所筐と連携して適切に対応 していく。

。学芸大学匿店街は、非常に人通りが多い。通行する方々の安全性や街の
景観、災害時に備える防災の観点からも商店街の 「無電柱化」を進めよ。

ヽ｛匹t9 来年度、令和10年度の計画改定に向けた基礎調査 を実施する。
学芸大学商店 街の路線についても調査結果を踏まえて
整備計画路線の再評価等 を検討する。

・玉川大学父母会元役員

•東京経済大学父母会元会長
・ ミニバレー 協会顧問
・ 目黒サッカ ー 協会顧問
・ 法人会•青色申告会

・防災士、救命技能士を取得

【家族】 母·妻 ・ 子供3人

"’：ば悶5??；芯品品らしい目黒区を残したい』
私は、祖母と父の介護の経験と、商店での、三人の子育て
の経験 をいかして、施策を提案して実現し、区政へのチェ
ック機能の役割に努めてまいりました。また、犬と猫・イン
コ・ 金魚メダカ、昆虫·植物など、多くの生き物との幼少
期からの生活の中で、命の大切さ を学び成長させて頂き
ました。
区は「災害に強いまちづくり」 「高齢者・障害者・子どもが
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安心できる福祉の充実」「景気対策・ 経済再生」「教育改革」
「世代間の格差・公平性」など様々な課題 を抱えています。
私は、地域の会合や各種の研修・イベントなどで、直接に
皆さまの声をお聞きする機会を多く作り、常に区民の目線
に立ち、区民の声を真摯に受け止めて、「最小の経費で最
大の結果を」の姿勢で課題解決に取り組み、笑顔で誰もが
集えるような「まちづくり」を形にしてまいります。
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（防災士を取得）

だけで過

中学校全校で実施！

0 道徳教育と

防災教育の雛遭。

0教職員の

働き方改革の前違。

0 学校の校庭を

人工芝へ。

0 学校トイレの洋式化。

〇慄育圃の待機児童ゼロヘ。

0 学重慄育を小学校内に殿置。

0 福祉の総合相談憲口の穀置。

0 特別養霞老人ホーム3施甑の増殿。

®防犯カメラの増甑と補助費増額実現。

0 きれいで安全な公圃の整備。
（碑文谷・油面・大塚山・なべころ坂等）

※行政側と議会が議議し実施。
〒152-0001東京都目黒区中央町1-3-7 TEL:03-371 2-0399 FAX:03-3712-0399 Mail:satou l 37@yahoo.co.jp http:/ /satounoboru.com/ 
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